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全

日

本

シ

ー

ル

印

刷

協

同

組
合
連
合
会(

田
中
祐
会
長)

主

催
の
第
五
十
九
回
年
次
大
会
東

京
大
会
は
、
十
月
十
三
日(

金)

に
新
宿
の
「
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
」
に
於
い
て
、
ご
来
賓
、
組

合
員
、
会
友
、
協
賛
会
、
報
道

関
係
者
な
ど
全
国
か
ら
三
五
〇

名
が
参
加
し
て
「
伝
統
と
革
新
」 

               

を

テ

ー

マ

に

盛

大

に

開

催

さ
れ
ま
し
た
。 

大

会

は

い

つ

も

通

り

第

二

七
回
シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル
コ
ン
テ

ス
ト
の
作
品
展
示
が
正
午
か
ら

会
場
で
行
わ
れ
、
十
二
時
半
か

ら
は
全
日
本
シ
ー
ル
印
刷
青
年

部
協
議
会(

Ｊ
Ｓ)

の
総
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。 

午

後

二

時

か

ら

は

今

大

会

の
目
玉
と
な
っ
た
、
東
北
の
池

原
氏
、
神
奈
川
の
清
水
氏
、
東

海
の
大
河
内
氏
、
九
州
の
坂
本

氏
の
新
理
事
長
四
名
に
よ
る
座

談
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

座

談

会

で

は

四

名

の

理

事

長
が
理
事
長
と
し
て
の
抱
負
や

組
合
の
現
状
、
連
合
会
へ
の
意

見
、
要
望
な
ど
が
出
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
に
な
い
企
画
と
し
て
好

評
で
し
た
。 

式

典

は

午

後

三

時

半

よ

り

開
催
さ
れ
、
国
歌
斉
唱
、
先
輩

物
故
者
へ
の
黙
祷
、
ご
来
賓
の

紹
介
の
後
に
、
担
当
協
組
を
代

表
し
て
正
札
シ
ー
ル
組
合
の
田

中
浩
一
理
事
長
が
歓
迎
の
挨
拶

を
し
、
続
い
て
連
合
会
の
田
中

祐
会
長
が
挨
拶
し
ま
し
た
。 

田
中
会
長
は
「
シ
ー
ル
印
刷

業
界
は
高
度
成
長
期
に
創
業
さ

れ
た
方
が
多
く
、
大
き
な
発
展

を
遂
げ
て
き
ま
し
た
が
、
い
ま

や
二
代
目
、
三
代
目
の
時
代
と

な
り
、
世
代
交
代
が
進
ん
で
い

ま
す
。
私
を
含
め
四
十
代
の
若

手
が
青
年
部
か
ら
親
組
合
に
進

出
し
、
大
き
な
変
革
の
年
を
迎

え
て
い
ま
す
。
伝
統
と
革
新
と

い
う
今
回
の
テ
ー
マ
の
通
り
、

新
た
な
取
組
み
に
挑
戦
す
る
こ

と
が
業
界
に
と
っ
て
必
要
な
こ
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第
五
十
九
回
年
次
大
会
東
京
大
会 

全
国
か
ら
三
二
〇
名
が
参
加
し
大
成
功 

4 人の新理事長による座談会も盛況に  組合功労者などの表彰式も  

シール・ラベルコンテストの作品展示  主催者を代表して田中浩一理事長が挨拶  

『伝統と革新』をテーマに  

進む世代交代、今こそ変革  

新理事長による座談会も 

http://www.label-tokyo.com/
mailto:tlpa_1966@ka2.so-net.ne.jp


と
だ
と
思
う
」
と
世
代
交
代
と

革
新
を
訴
え
ま
し
た
。 

続
い
て
ご
来
賓
の
祝
辞
、
連

合
会
報
告
、
祝
電
の
披
露
の
後

表
彰
式
に
移
り
，
遺
徳
顕
彰
と

し
て
先
に
亡
く
な
ら
れ
た
小
宮

山
光
男
前
会
長
と
、
長
年
全
国

協
賛
会
会
長
を
務
め
た
リ
ン
テ

ッ
ク
の
大
内
昭
彦
会
長
に
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

ま

た

恒

例

の

組

合

功

労

賞

六
名
に
対
し
て
感
謝
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
、
受
賞
者
を
代
表

し
て
新
潟
の
中
川
シ
ー
ル
印
刷

の
中
川
三
九
郎
会
長
が
謝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。 

第
二
十
七
回
シ
ー
ル
・
ラ
ベ

ル
コ
ン
テ
ス
ト
と
第
二
十
八
回

世
界
ラ
ベ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
の
表

彰
式
も
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
た
後
、

正
札
シ
ー
ル
組
合
の
城
青
年
部

長
が
大
会
宣
言
を
朗
読
し
採
択
、

最
後
に
ラ
ベ
ル
組
合
の
平
山
理

事
長
の
閉
会
の
辞
で
大
会
式
典

は
終
了
し
ま
し
た
。 

式
典
終
了
後
、
午
後
五
時
十

五
分
よ
り
懇
親
会
が
開
か
れ
、

田
中
祐
会
長
の
挨
拶
の
後
、
田

中
浩
一
理
事
長
の
音
頭
で
全
員

で
乾
杯
、
獅
子
舞
や
お
笑
い
芸

人
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
盛
り

上
が
り
、
午
後
七
時
過
ぎ
に
お

開
き
と
な
り
ま
し
た
。 

 

      

 

   

  

    

 

毎
年
恒
例
の
「
第
二
十
七
回

シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
」

は
、
五
月
二
〇
日
か
ら
七
月
二

〇
日
を
応
募
期
間
と
し
て
開
催

さ
れ
、
全
国
の
組
合
員
・
会
友

か
ら
、
五
五
社
九
三
作
品(

昨
年

六
一
社
一
一
三
作
品)

の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。 

こ

の

う

ち

応

募

に

際

し

て

特
別
な
制
限
が
な
く
技
術
・
デ

ザ
イ
ン
両
面
を
評
価
す
る
自
由

課
題
に
は
三
四
作
品(

昨
年
四

五
作
品)

、
連
合
会
の
技
術
・
特

許
委
員
会
が
用
意
し
た
版
下
デ

ー
タ
を
用
い
て
レ
タ
ー
プ
レ
ス

の
技
術
を
競
う
規
定
課
題
の
平

圧
部
門
は
二
七
作
品(

昨
年
二

八
作
品)

、
同
輪
転
部
門
へ
の
応

募
数
は
三
二
作
品(

昨
年
四
〇

作
品)

で
し
た
。 

 

そ
の
結
果
、
経
済
産
業
大
臣

賞
は
進
和
ラ
ベ
ル
印
刷
株
式
会

社(

写
真)

に
決
ま
り
、
同
社
は

十
六
年
ぶ
り
二
度
目
の
受
賞
と

な
り
、
経
済
産
業
省
商
務
情
報

政
策
局
長
賞
は
精
英
堂
印
刷
株

式
会
社
の
二
作
品
（
二
．
三
位
）

が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

日

本

印

刷

産

業

連

合

会

会

長
賞
は
株
式
会
社
丸
信
の
二
作

品
が
選
ば
れ
、
協
賛
会
会
長
賞  

           

に
は
株
式
会
社
プ
ラ
イ
ム
・
ハ

ラ
、
サ
ト
ー
イ
ン
プ
レ
ス
株
式

会
社
の
二
作
品
が
選
ば
れ
、
年

次
大
会
に
て
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

当
組
合
の
光
英
堂
シ

ー
ル
印
刷
は
規
定
課
題
の
輪
転

部
門
で
第
三
位
と
な
り
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
九
月
に
ベ
ル
ギ
ー
の

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
行
わ
れ
た
、

第
二
八
回
世
界
ラ
ベ
ル
コ
ン
テ

ス
ト
で
は
、
日
本
か
ら
三
協
タ

ッ
ク
ラ
ベ
ル
と
サ
ン
メ
ッ
ク
が 

印
刷
方
式
ご
と
の
世
界
一
で
あ

る
「
Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ 

ｏ
ｆ 

ｔ
ｈ
ｅ 

Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ
」
に
選
ば
れ
、
同
じ

く
ト
ロ
フ
ィ
が
両
社
に
授
与
さ

れ
ま
し
た
。 

 

シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル
コ
ン
テ
ス

ト
の
入
賞
作
品
は
左
記
の
通
り
。 

           

  

                                 

 

第 27 回シール・ラベルコンテスト  

経産大臣賞に進和ラベル印刷  

光英堂シール印刷が優秀賞を  

 

 



   

  

先
に
ご
案
内
し
た
通
り
、
東

京
都
印
刷
工
業
組
合
は
、
こ
の

度
、
東
京
都
か
ら
「
民
間
と
連

携
し
た
揮
発
性
有
機
化
合
物
排 

 

出
削
減
対
策
推
進
事
業
」(
略

称
：
Ｖ
Ｏ
Ｃ
排
出
削
減
対
策
推

進
事
業)

の
実
施
団
体
に
採
択

さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
事
業
は
、
東
京
都
内
の

事
業
活
動
に
伴
っ
て
大
気
に
排

出
さ
れ
る
揮
発
性
有
機
化
合
物

（

Ｖ

Ｏ

Ｃ

）

の

排

出

削

減

対 
 

策
を
自
主
的
に
行
う
事
業
者
団

体
を
東
京
都
が
支
援
し
、
Ｖ
Ｏ

Ｃ
の
排
出
削
減
を
推
進
す
る
も

の
で
す
。 

具
体
的
に
は
、
事
業
者
が
Ｖ

Ｏ
Ｃ
の
排
出
を
削
減
す
る
た
め

の
環
境
関
連
認
証
取
得
費
（
日

印

産

連

の

グ

リ

ー

ン

プ

リ

ン 

テ
ィ
ン
グ
（
Ｇ
Ｐ
）
認
定
、
全

印

工

連

の

環

境

推

進

工

場

登

録
・
Ｃ
Ｓ
Ｒ
認
定
）
や
Ｖ
Ｏ
Ｃ

警
報
器
の
導
入
費
用
の
二
分
の

一
を 

都
が
助
成
す
る
事
業
で

す
。 

 

■
Ｖ
Ｏ
Ｃ
排
出
削
減
推
進
事

業
の
体
制
と
対
象 

    

こ
の
事
業
は
、
東
京
都
印
刷

工
業
組
合
（
以
下
、
東
印
工
組
）

が
申
請
・
窓
口
団
体
と
な
り
、

都
内
の
印
刷
関
係
団
体 

９
団

体
が
連
携
し
て
実
施
す
る
も
の

で
、
事
業
の
対
象
は
「
都
内
に

Ｖ
Ｏ
Ｃ
を
排
出
す
る
工
場
を
所

有
す
る
事
業
所
」 

と
な
り
ま
す
。 

■
助
成
金
交
付
事
業
の
概
要 

▼
助
成
対
象
事
業
者 

今

回

の

事

業

に

よ

り

助

成

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
事
業

者
（
以
下
「
助
成
対
象
事
業
者

と
い
う
」
）
は
、
次
の
各
号
の 

要

件
を
満
た
す
こ
と
が
条
件
と
な

り
ま
す
。 

①

都

内

に

事

業

所

を

有

す

る
事 ②

印

刷

業

そ

の

他

関

係

す

る
業
種
に
属
す
る
事
業
を
主
た

る
事
業
と
し
て
営
ん
で
い
る
事 

③

Ｖ

Ｏ

Ｃ

の

大

気

へ

の

排

出
を
削
減
す
る
意
欲
が
あ
る
事 

④

助

成

金

交

付

ま

で

の

間

の
資
金
が
確
保
で
き
る
事 

⑤

東

京

都

印

刷

工

業

組

合

が
実
施
す
る
事
後
調
査
へ
の
協

力
が
可
能
で
あ
る
事 

▼
助
成
対
象
事
業 

 

Ｖ
Ｏ
Ｃ
の
大
気
へ
の
排
出
抑

制
を
図
る
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
事
業 

ア 

環
境
認
証
を
取
得
す
る

事
業 グ

リ

ー

ン

プ

リ

ン

テ

ィ

ン

グ
（
Ｇ
Ｐ
）
工
場
認
定 

イ 

Ｖ
Ｏ
Ｃ
警
報
器
を
導
入

す
る
事
業 

オ

フ

セ

ッ

ト

印

刷

工

場

用

Ｖ
Ｏ
Ｃ
警
報
器 

今

回

の

事

業

は

当

組

合

員

で
も
条
件
を
満
た
せ
ば
助
成
金

の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
お
読
み
に

な
り
、
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。 

詳

細

は

左

記

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ
で
。 

h
ttp

://w
w

w
.to

k
y

o
-

p
r
in

tin
g

.o
r.jp

/ 

 

業 

界 

短 

信 

 ■
代
表
者
・
住
所
変
更 

ア

イ

グ

ラ

フ

ィ

ッ

ク

ス

㈱

は
、
十
月
一
日
よ
り
代
表
者
が

藤
村
博
一
氏
に
変
更
と
な
り
ま

し
た
。 

 

㈱
ム
サ
シ
は
、
代
表
者
が
廻

真
一
郎
氏
に
変
更
と
な
り
ま
し

た
。 

 

㈱

ユ

ポ

コ

ー

ポ

レ

ー

シ

ョ

ン
は
、
代
表
者
が
藤
原
英
幸
氏

に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。 

 

エ
イ
ブ
リ
ィ
・
デ
ニ
ソ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
マ
テ
リ
ア
ル
ズ
㈱
は
、

代
表
者
が
キ
ョ
ン
・
ス
ー
・
チ

ャ
ン
氏
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。 

 

萩
原
工
業
㈱
は
、
代
表
者
が

萩
原
和
志
氏
に
変
更
と
な
り
ま

し
た
。 

 

㈲
Ｔ
Ｏ
Ｏ
Ｖ
は
、
住
所
が
左

記
の
通
り
変
更
と
な
り
ま
し
た
。 

〒
二
九
二-

〇
八
一
四 

千

葉
県
木
更
津
市
八
幡
台
二
の
九

の
二
三 

  

                                

 

Ｖ
Ｏ
Ｃ
排
出
削
減
対
策
推
進
事
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が 

Ｇ
Ｐ
認
定
工
場
の
登
録
費
用
半
額
補
助 



             

「
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
・
ナ
ビ

２
０
２
０
」
は
、
東
京
２
０
２

０
大
会
等
を
契
機
と
す
る
官
民

の
入
札
・
調
達
情
報
を
一
元
的

に
集
約
し
た
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
で
す
。
受
発
注
取
引
の
マ

ッ
チ
ン
グ
を
支
援
し
、
中
小
企

業
の
受
注
機
会
の
拡
大
を
目
的

と
し
た
サ
イ
ト
で
す
。 

同
サ
イ
ト
の
主
な
特
徴
は
、 

①

東

京

２

０

２

０

の

組

織

委
員
会
の
電
子
入
札
に
参
加
で

き
る
唯
一
の
サ
イ
ト
。 

②

官

公

庁

の

入

札

案

件

や

民
間
企
業
の
調
達
案
件
を
一
元

的
に
掲
載 

③

多

種

多

様

な

企

業

の

中

か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
の

開
拓
が
可
能 

さ
ら
に
都
内
中
小
企
業
は
、

低
保
証
料
率
の
信
用
保
証
が
利

用
可
能(

東
京
都
中
小
企
業
制

度
融
資) 

利

用

す

る

に

は

ま

ず

ユ

ー

ザ
ー
登
録
が
必
要
で
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
、
ユ
ー

ザ
ー
登
録
を
行
い
、
事
務
局
で

審
査
が
行
わ
れ
、
十
日
間
ほ
ど

で
登
録
が
完
了
し
た
後
に
利
用

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

発

注

側

は

調

達

案

件

だ

け

で
な
く
、
技
術
ニ
ー
ズ
案
件
の

掲
載
も
可
能
な
ほ
か
、「
商
談
候

補
先
」
の
要
件
設
定
も
可
能
。 

受
注
側
は
東
京

2
0

2
0

組
織

委
員
会
の
電
子
入
札
に
参
加
可

能
、
民
間
企
業
の
調
達
案
件
に

受
注
エ
ン
ト
リ
ー
が
可
能
、
官

公
庁
等
の
入
札
等
案
件
を
一
元

的
に
情
報
提
供
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。 

日

本

全

国

を

対

象

と

し

た

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
の
開
拓

や
新
規
取
引
先
の
開
拓
が
可
能
、

サ
イ
ト
を
通
じ
た
受
発
注
取
引

や
企
業
の

P
R

情
報(

技
術
力 

入
札
実
績)

を
も
と
に
、
日
本
全

国
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー

(

新
規
取
引
先)

企
業
を
検
索
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。 
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東京２０２０公認プログラム  

ビジネスチャンス・ナビ  

組織委員会の電子入札に  

参加できる唯一のサイト  

https://www.sekai2020.tokyo/about_bcn2020/
https://www.sekai2020.tokyo/about_bcn2020/


■
原
因
は
脳
の
誤
作
動 

線
維
筋
痛
症
は
、
一
般
的
な

検
査
を
し
て
も
原
因
が
見
つ
か

ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全

身
の
強
い
痛
み
や
こ
わ
ば
り
、

睡
眠
障
害
、
う
つ
状
態
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
症
状
が
生
じ
る
病
気

で
す
。
脳
の
働
き
の
誤
作
動
が

原
因
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
早 

               

期
に
発
見
・
治
療
し
て 

症
状
の

軽
減
を
目
指
し
ま
す
。 

線

維

筋

痛

症

の

原

因

は

ま

だ
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

有
力
な
説
と
し
て
、
脳
が
痛
み

の
信
号
を
感
じ
る
機
能
に
障
害

が
起
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
脳
に
は
痛
み
の
信
号

を
伝
え
る
機
能
（
ア
ク
セ
ル
）

と
信
号
を
抑
え
る
機
能
（
ブ
レ

ー
キ
）
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
が
、

何
ら
か
の
原
因
で
こ
の
機
能
に

「
誤
作
動
」
が
生
じ
、
ブ
レ
ー

キ
が
効
か
な
い
状
態
も
し
く
は

ア
ク
セ
ル
を
踏
み
過
ぎ
た
状
態

に
な
る
と
、
通
常
で
は
痛
み
を

感
じ
な
い
程
度
の
弱
い
刺
激
で

も
痛
み
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
脳
機
能
の
誤

作
動
が
痛
み
の
原
因
で
あ
る
た

め
、
線
維
筋
痛
症
で
は
痛
み
や

こ
わ
ば
り
な
ど
の
症
状
が
見
ら

れ
る
部
位
を
検
査
し
て
も
、
異

常
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。 

こ

う

し

た

脳

の

機

能

の

誤

作
動
は
、
心
理
的
・
社
会
的
な

ス
ト
レ
ス
や
外
傷
が
き
っ
か
け

と
な
っ
て
発
症
す
る
事
が
多
い

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

ス
ト
レ
ス
を
受
け
た
人
す
べ
て

が
線
維
筋
痛
症
を
発
症
す
る
訳

で
は
な
く
、
ま
だ
よ
く
わ
か
っ

て
い
な
い
こ
と
も
多
い
た
め
、

現
在
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
・

研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 ■
主
な
症
状
は
強
い
痛
み 

線

維

筋

痛

症

の

主

な

症

状

は
「
強
い
痛
み
」
で
す
。
線
維

筋
痛
症
は
、
痛
み
の
部
位
が
全

身
で
あ
っ
た
り
、
身
体
の
一
部

で
あ
っ
た
り
、
痛
み
の
部
位
が

流
動
的
で
す
。
痛
み
以
外
の
症

状
で
は
、「
疲
労
感
・
倦
怠
感
」
、

「
こ
わ
ば
り
感
」
、「
睡
眠
障
害
」
、

「
う
つ
状
態
」
な
ど
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
症
状
は
悪
影
響
を

及
ぼ
し
合
っ
て
進
行
・
慢
性
化

し
や
す
く
、
そ
の
結
果
、
日
常

生
活
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
線
維

筋
痛
症
は
早
期
に
発
見
し
治
療

を
開
始
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

 

■
治
療
に
特
効
薬
な
し 

線
維
筋
痛
症
の
治
療
で
は
、

運
動
療
法
や
認
知
行
動
療
法
、

心
理
療
法
に
薬
物
療
法
な
ど
を

組
み
合
わ
せ
る
多
面
的
ア
プ
ロ

ー
チ
が
行
わ
れ
ま
す
。
線
維
筋

痛
症
に
対
す
る
特
効
薬
は
な
い

た
め
、
少
し
で
も
効
果
が
あ
り

症
状
が
や
わ
ら
ぐ
よ
う
な
治
療

法
を
、
医
師
と
患
者
さ
ん
が
一

緒
に
探
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。 

 

線
維
筋
痛
症
だ
け
で
な
く
他

の
病
気
も
見
ら
れ
る
場
合
は
、

そ
の
病
気
を
治
療
す
る
こ
と
で

線
維
筋
痛
症
の
症
状
も
改
善
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

■
新
し
い
治
療
薬
も 

線

維

筋

痛

症

は

原

因

が

よ

く
わ
か
っ
て
い
な
い
た
め
、
す

べ
て
の
患
者
さ
ん
に
共
通
し
た

治
療
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
現
在
、
新
し
い
治
療
薬
も

登
場
し
て
い
ま
す
。  

 

線
維
筋
痛
症
友
の
会
に
よ
る

と
、
線
維
筋
痛
症
の
治
療
に
は
、

運
動
を
伴
っ
た
多
面
的
ア
プ
ロ

ー
チ
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
患
者
さ
ん
個
々
に
見
合

っ
た
適
度
な
運
動
と
薬
物
療
法

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
治

療
効
果
を
高
め
る
試
み
で
す
。 

 
 

痛

み

が

強

い

患

者

さ

ん

で

は
、
薬
物
療
法
に
よ
っ
て
痛
み

を
や
わ
ら
げ
、
運
動
が
可
能
な

状
態
を
作
り
ま
す
。
そ
の
後
、

適
度
な
運
動
に
よ
っ
て
筋
肉
の

強
化
や
規
則
的
な
日
常
の
睡
眠

を
確
保
し
、
線
維
筋
痛
症
の
徴

候
を
改
善
さ
せ
ま
す
。 

ま
た
、
病
気
に
よ
っ
て
引
き

起
こ
さ
れ
た
情
緒
障
害
を
心
理

学
的
方
法
（
心
理
療
法
な
ど
）

に
よ
っ
て
サ
ポ
ー
ト
し
、
患
者

さ
ん
の
痛
み
を
悪
化
さ
せ
る
ス

ト
レ
ス
を
軽
減
し
ま
す
。 

 
《
参
考
資
料
》 

h
ttp

://to
u

ts
u

.jp
/p

a
in

/s
e

n
i

k
in

ts
u

.h
tm

l 

                                 

No148 健康がいちばん !   

原因不明の線維筋痛症とは 

脳の働きの誤作動が要因か 

 

http://toutsu.jp/pain/senikintsu.html
http://toutsu.jp/pain/senikintsu.html


   
清
宮
シ
ー
ル
・
ケ
ミ
カ
ル
品

開
発
販
売
部(

群
馬
県
太
田
市

原
宿
町
三
六
四
八-

三 

☎
〇
二

七
六-

三
七-

四
七
一
二)

で
は
、

糊
の
付
着
を
防
止
す
る
「
グ
ル

ー
バ
リ
ア
シ
リ
ー
ズ
」
を
販
売

し
、
全
国
の
シ
ー
ル
印
刷
業
界

か
ら
好
評
を
得
て
い
る
。 

 

シ
ー
ル
印
刷
に
は
粘
着
紙
の 

                     

   

糊
の
付
着
と
い
う
問
題
は
避
け

て
通
れ
な
い
が
、
同
社
の
開
発

し
た
機
械
や
刃
型
に
塗
る
超
強

力
タ
イ
プ
の
「
グ
ル
ー
バ
リ
ア

ハ
ー
ド
コ
ー
ト
」
と
、
シ
ー
ル

原
紙
の
ロ
ー
ル
側
面
、
カ
ッ
ト

断
面
に
塗
る
「
グ
ル
ー
バ
リ
ア
」

は
、
塗
る
だ
け
で
簡
単
に
べ
た

つ
き
対
策
が
で
き
る
た
め
、
こ 

                     

   れ
ま
で
の
も
の
に
比
べ
て
高
い

効
果
を
発
揮
す
る
。 

「

グ

ル

ー

バ

リ

ア

ハ

ー

ド

コ
ー
ト
」
の
特
徴
と
し
て
は
、

塗
っ
て
乾
か
す(

馴
染
ま
せ
る)

だ
け
で
被
着
体
の
付
着
を
防
止

し
、
熱
処
理
な
ど
の
後
工
程
も

不
要
。 

ま
た
、
一
般
的
な
シ
リ
コ
ー

ン
剤
と
異
な
り
，
印
刷
イ
ン
キ

や
機
材
に
悪
影
響
を
与
え
な
い

た
め
、
印
刷
適
性
に
支
障
が
な

く
、
糊
だ
ま
り
、
糊
残
り
、
糊

戻
り
、
イ
ン
キ
だ
ま
り
に
大
き

な
効
果
を
発
揮
す
る
。 

さ

ら

に

摩

擦

や

熱

に

も

強

く
、
耐
久
性
に
も
優
れ
て
い
る

た
め
、
熱
に
よ
る
べ
た
つ
き
も

防
止
、
帯
電
防
止
の
硬
化
剤
を

配
合
し
て
い
る
た
め
静
電
気
の

帯
電
防
止
効
果
も
あ
る
。 

Ｐ
Ｈ
は
７
．
２
で
水
と
同
じ

中
性
で
有
機
溶
剤
や
油
を
使
用

し
て
お
ら
ず
。
Ｐ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
法(

特

定
化
学
物
質
の
環
境
へ
の
排
出

量
の
把
握
及
び
管
理
の
改
善
の

促
進
に
関
す
る
法
律)

に
該
当

す
る
物
質
も
一
切
含
ま
れ
て
い

な
い
た
め
安
心
し
て
使
用
で
き

ま
す
。 

   

一
方
、「
グ
ル
ー
バ
リ
ア
」
は
、 

ロ
ー
ル
紙
側
面
や
カ
ッ
ト
紙
断

面
に
塗
る
だ
け
で
、
簡
単
に
糊 

漏
れ
、
糊
の
は
み
出
し
、
べ
た

つ
き
対
策
が
で
き
、
水
溶
性
、

ア
ク
リ
ル
系
、
ウ
レ
タ
ン
系
、

エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
の
糊
に
対
応
。 

 

ま
た
有
機
溶
剤
を
使
用
し
て

い
な
い
の
で
、
人
体
に
優
し
く 

安
全
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ
を
使
用
し
て
い

な
い
の
で
、
工
場
内
で
使
用
し

て
も
吸
入
な
ど
の
心
配
も
な
い
。 

販

売

単

位

は

３

０

０

ｍ

ｌ

六
本
入
り
と
詰
替
え
用
の
２
ℓ

入
り
が
あ
り
、
専
用
ス
プ
レ
ー 

ガ
ン
は
別
売
り
。
価
格
に
つ
い

て
は
組
合
事
務
局
ま
で
。 

こ

の

他

に

も

静

電

気

を

防

止
す
る
「
静
電
バ
リ
ア
」
も
あ

り
、
こ
れ
か
ら
冬
場
に
向
か
っ

て
静
電
気
対
策
に
は
最
適
。
特

に
フ
ィ
ル
ム
系
の
製
品
は
揃
え

づ
ら
い
な
ど
、
ど
こ
で
も
あ
た

ま
を
痛
め
て
い
る
だ
け
に
、
簡

単
に
応
急
処
置
で
静
電
気
に
よ

る
不
都
合
を
解
決
し
ま
す
。 

  
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。 
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第
一
六
〇
回

「
清 

宮 

シ 

ー 

ル
」 

 
 

塗るだけで簡単  すぐできるベタ付き対策  

グルーバリアハード」と「グルーバリア」を 
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